
  宇佐市在宅医療・介護連携多職種研修会アンケート結果

              （第1回　糖尿病連携研修会　R7,2,7）

研修会参加 79名 ( 講師3名、事務局4名除く）72名中アンケート回答 51名  アンケート返却率 70.8 ％

【問１】所属機関において主としている業種の職種をお答えください。

 

【問2】今回の研修を通して、糖尿病の病態・治療や日常生活の注意点等について理解できましたか。

　　　（複数回答可）

【問3】 【2】で「大変理解できた」「理解できた」「まあまあ理解できた」と回答した方は、どのような事が

　　　理解できましたか。（複数回答可）
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【問４】今回の研修での学びを、今後日々の業務に活かすことができると思いますか。

           

　　

【問５】今後、多職種連携研修会で取り上げてほしい研修会のテーマをお選びください。（複数回答可）

【問6】多職種連携の推進に向けて、ICTシステム（MCS）を多職種全体で活用するためにはどのようなことが必

　　　要と思いますか。（複数回答可）
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その他の意見：糖尿病性腎症重症化予防の多職種連携 糖尿病性腎症重症化予防。

そのための検診受診の必要性。e-gfh変化率の把握重症化の早期発見等含む。


